
上田市第二庁舎等物品等移転業務委託公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

 上田市第二庁舎等物品等移転業務委託は、第二庁舎敷地でのオープンドアスクール開校

に向け、公文書、転用什器、情報機器、美術品・展示品及びその他の物品（以下「移転物

品等」という。）を第二庁舎、倉庫等からアート金属旧厚生会館、丸子地域自治センター等

への移転作業を円滑に実施することを目的とする。 

 本業務は、限られた期間内に確実かつ効率的に実施する必要があるため、プロポーザル

により企画提案を公募し、専門的な知識と経験を有する事業者に委託することから、本要

領はその手続きにおいて必要な事項を定めるものである。 

 

２ 業務概要 

（１） 業 務 名    上田市第二庁舎等物品等移転業務委託 

（２） 業務内容    別紙「上田市第二庁舎等物品等移転業務委託仕様書」のとおり 

（３） 委託期間    契約締結日から令和９年３月３１日（水）まで 

（４） 業務委託料 総額 15,723,000円以内（消費税及び地方消費税額を含む） 

なお、上記の金額は予定価格を示すものではなく、提案内容の規模を

示すためのものであることに留意すること。 

 

３ 募集及び選定スケジュール 

項目 日時 

1 公告（実施要領等の公表） 令和８年７月３０日（木） 

2 業者説明会（現地確認等） 令和８年８月７日（金）午前１０時 

3 質問の受付期間 
令和８年７月３０日（木）から 

令和８年８月１０日（月）午後５時まで 

4 質問への回答 令和８年８月１９日（水） 

5 企画提案書類等の提出期間 
令和８年７月３０日（木）から 

令和８年８月２５日（火）午後５時まで 

6 プレゼンテーション等 令和８年９月１日（火） 

7 特定結果の通知 令和８年９月上旬 

8 契約 令和８年９月上旬 

 

４ 参加資格等 

 本プロポーザルの参加者は、次に掲げる全ての要件を満たす者とする。 

（１） 上田市物品入札（見積）参加願提出業者名簿に登録されている者であること。 

１ 



（２） 地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第１６７条の４第１項の規定に該当しな 

い者であること。 

（３） 応募する者及びその関係者が、暴力団による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3  

年法律第 77 号）第２条に規定する暴力団又は暴力団員及び上田市暴力団排除条例（平成

24年条例第６号）第２条第２号に規定する暴力団員又は同条例第６条第１項に規定する暴

力関係者でないこと。 

（４） 過去 10年間以内に日本国内において、自治体の移転に係る業務完了実績を有する者で 

あること。 

 

５ 選定方針 

 受託候補者の選定は、市の職員５名で構成する「上田市第二庁舎等物品等移転業務事業者剪

定委員会」（以下「委員会」という。）において、企画提案書やプレゼンテーション等による審

査を実施する。 

 

６ 応募手続き 

（１） 募集の実施 

 ア 市ホームページに実施要領等を掲載、公表し募集を行う。 

 イ 募集期間は令和８年７月３０日（木）から令和８年８月２５日（火）までとする。 

（２） 質問受付及び回答 

 ア 本業務に関する質問は、質問回答書（様式１）に必要事項を記入して、事務局あてＥメ

ールにより提出する。Ｅメール以外での質問は受け付けない。 

 イ 質問の受付期間は令和８年８月１０日（月）午後５時までとする。 

 ウ 質問に対する回答は、令和８年８月１９日（水）に市ホームページで公表する。 

（３） 業者説明会 

 ア 受付は令和８年８月３日（月）午後５時までとし、電話によるものとする。 

 イ 実施日時は令和８年８月７日（金）午前１０時とする。 

（４） 企画提案書類等の受付 

応募者は、次のとおり企画提案書類等を提出するものとする。なお、作成方法の詳細は 

様式集に従うものとする。 

 ア 受付期間  令和８年７月３０日（木）から令和８年８月２５日（火）まで 

 イ 受付時間  平日の午前９時から午後５時（正午から午後１時を除く） 

 ウ 提出方法 

  市のホームページから提出書類を入手し、必要図書を整えたうえで提出場所まで持参又は 

書留郵便により郵送すること。郵送の場合は、受付期限までに送付物の到着確認を電話に 

より行うこと。なお、書類の作成、提出に要する費用は応募者の負担とする。 

 エ 提出場所  上田市総務部行政管理課（上田市本庁舎４階） 
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 オ 提出書類  別表のとおりとする。 

 カ 提出部数  別表のとおりとする。 

 キ その他   持参の場合は受領時窓口にて、郵送の場合は送達時に、それぞれ提出書類

受領確認書を送付する。 

 

７ プレゼンテーション及びヒアリングの実施 

 プレゼンテーション及びヒアリング（以下「プレゼンテーション等」という。）を以下の日程

により実施する。当日欠席した場合は、応募を辞退したものとみなす。 

（１） 実施日 令和８年９月１日（火） ※詳細な時間は別途通知する。 

（２） 場所 別途通知する。 

（３） 出席者 ３名以内 

（４） 内容 提案内容に関する説明（１５分程度）及び質疑応答（１０分程度） 

（５） その他  

 ア 当日の追加資料の配布や企画提案書等に記載のない内容の説明は認めない。 

 イ パソコン及びその他の機器等は応募者が用意すること。 

 

８ 評価方法及び事業者の決定 

（１） 評価方法  

委員会の各委員が事業提案書に加えプレゼンテーション等の結果を総合的に評価・採 

点し、最も高い評価を得た者を事業者とする。 

選定された者が辞退を申し出た場合や「９ 留意事項」に該当した場合は、次点の者を

事業者とする。 

（２） 企画提案における評価項目、評価基準、評価割合は以下のとおりとする。 

 

項目 評価基準 評価割合 

応募者（会社）の業務実績 業務実績 １０％ 

企画提案 本業務に対する考え １０％ 

業務実施体制 １０％ 

本業務の実施に向けての手順・内容 ４０％ 

本業務に対しての取組意欲やプレゼンテーショ

ンの評価 
２０％ 

 提案見積金額 １０％ 

 

（３） 結果通知 応募者全員に対して書面により通知するとともに、受託候補者を上田市 

ホームページで公表する。 

（４） 協議  

３ 



選定された者は、業務内容及び契約金額等について協議し、契約を締結するための仕様 

書等の調整を行い、協議が整い次第速やかに契約を行う。 

なお、業務委託金額は予算限度額の範囲内で、企画提案書類とあわせて提出された参

考見積書の金額を支払上限額とする。ただし、協議が整わない場合や「９ 留意事項」に

該当した場合は、次点の者を事業者とみなし、契約交渉を行うものとする。 

（５） その他 応募者は、審査及び選定結果に関し、電話等による問合せには応じない。また、

異議申し立てはできないものとする。 

 

９ 留意事項 

 次のいずれかに該当するときは事業者としての決定を取り消す。 

（１） 提出書類に虚偽の記載があった場合。 

（２） 委員会の委員又はその関係者に接触を求めるなど、評価の公平性を害する行為があっ

たとき。 

（３） 著しく社会的信用を損なう行為等により、事業者としてふさわしくないと市が判断し

た場合。 

（４） 事業者が、応募者の資格要件に適合しなくなったとき。 

 

１０ その他 

（１） 応募及びプレゼンテーション等に要する費用は、すべて応募者の負担とする。 

（２） 提出された書類は返却しない。 

（３） 提出された書類は、提出者に無断で本プロポーザル以外に使用しない。 

（４） 本案件に係る情報公開請求があった場合は、上田市情報公開条例に基づき適正に取り

扱うこととする。 

 

１１ 問合せ先 

 上田市役所総務部行政管理課 

〒386-8601 上田市大手一丁目１１番１６号 

電 話 0268－71－7830（直通） 

E-mail  gyokan@city.ueda.nagano.jp 

  

４ 

mailto:gyokan@city.ueda.nagano.jp


別表 

○ 提出書類 

№ 提出書類 提案内容 様式等 

1 企画提案書表紙 様式に従って記載すること。 様式２ 

2 応募者（会社）の概要 様式に従って記載すること。 様式３ 

3 
応募者（会社）の 

業務実績 
業務実績を様式に従って記載すること。 様式４ 

4 

企画提案書 

・様式は任意とし、提案内容ごと A4サイズ 2枚以内で記載する。 

・文字サイズは、11pt以上とする。 

・図、絵、写真等の使用は可とする。 

・企画提案書に用いる言語及び通貨は、日本語及び円とする。 

・企画提案書には応募者（会社）を特定できる名称を表示してはならない。 

 

【提案項目】  

 

① 本業務に対する考え 
本業務の目的・概要について、仕様書等を基に課題や

解決策を整理し提案すること。 

② 業務実施体制 

本業務遂行にあたり、移転マネジメント、移転時それ

ぞれの業務を履行するための体制や要員、役割分担

等について提案すること。 

③ 本業務の実施に向け

ての作業手順・内容 

移転計画・移転支援及び移転実施にあたり、無理なく

スムーズな工程での実施が可能かどうか、移転時の

具体的なスケジュール（時間割工程）を示しながら提

案すること。 
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見積書 

・見積金額については、仕様書及び企画提案書に記載された用務の見積金額及び

内訳金額（税込）を記載すること。 

・様式は任意とし、また枚数も自由とする。 

 

 

○ 提出部数 原本１部、写し５部 


